
（任意様式） 
介護ロボット導入計画 

（シルエット見守りセンサ） 
 
１．補助申請施設の概要 
 当該補助申請施設は３階建ての特別養護老人ホーム・ショートステイ施設となり、多床室
２１室、個室８室の計２９室を有し、２事業合わせ計８７名の入居者を収容する施設となる。 
 
２．介護ロボット設置個所の検討 
 介護ロボット「シルエット見守りセンサ」の導入については、下記の館内図に示す２３室 
に「シルエット見守りセンサ」の本体を取り付けるための「ブラケット」を設置する。 
６台導入予定のセンサ本体の設置は入居者の状態や居室移動に合わせて適所に設置する。 

 

 
なお、各階３部屋ずつブラケットの設置予定のない居室については、「不慮の体動が無い 
安定した入居者」となる。 ※205、305 は介護ステーションから近いため除外している。 



３．保守契約等 
 導入後１年間はメーカー保証となり、その後は定期的な保守契約等を結ぶことはなく、 
取扱説明書等のマニュアルに従い、適正に機器運用を行う。 
 
４．使用の徹底を図るための研修 
 新規導入に伴い、メーカー及び仲介業者より使用方法の説明会を行う。 
なお、コロナウイルス等感染予防のため、三密を避けるため、３回に分けて実施する。 


